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近年、深層学習によって飛躍的な進歩を遂げた人工知能（AI）は、生命科学分野におい

ても目覚ましい成果を上げている。その一方で、多細胞システムのダイナミクス、不確実

性、相互作用などの抽象表現を有限個のデータだけから既存のアプローチでボトムアップ

に獲得するのはほぼ不可能であり、生命医科学における科学的発見・理解を拡大・加速す

る上でボトルネックとなっている。本セミナーでは、深層学習の中でも、さまざまなデー

タの生成過程を記述することができ、データから学習可能なシミュレーターとして注目さ

れている深層生成モデルに焦点を当て、生命現象の理解にどのように役立つのか、どのよ

うな場面で用いられるのか、使う上での注意点などのTipsを紹介する。また、深層生成モ

デルを用いた実際の生命医科学への応用として、一細胞オミクスデータから得られるスナ

ップショット情報を基に、不確実性を加味した細胞状態遷移・細胞運命決定を予測する深

層生成モデル、空間トランスクリプトームデータから細胞間コミュニケーションを推定す

る深層生成モデルについて、腫瘍微小環境の解明を目的とした最新の研究事例を通じて紹

介する。さらに、講演を通じて、データサイエンスやAIに馴染みのない方にもその魅力や

可能性を伝えたい。 


